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1 はじめに

空の色はなぜ青い？夕焼けはなぜ赤い？といった疑問は誰もが一度は持ったことがあると

思います．太陽光が大気で散乱されることによって空が色づくということを知っている方は

多いと思いますが，実際に空の色を計算で見積もるようなことをしたことがある人は少ない

でしょう．今回は身近すぎるが故に深く考えることのあまりない空の色をテーマにします．

2 講演内容

本講演では昼間の空が青く，夕焼けが赤い理由の定量的な説明を紹介します．具体的に

は，太陽光が空気分子にぶつかって生じる Rayleigh散乱を紹介し，大気と太陽光の相互作

用が Rayleigh散乱のみであると仮定して散乱光のスペクトルを求めます．そして得られた

散乱光のスペクトルをヒトの目で見る場合に何色に見えると予想されるか紹介し，このモデ

ルで昼の空が青く，夕方の空が赤くなるかどうかをみていきます．
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